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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
簡単に、本学の概要をご説明いたします。
学生数はご覧の通り、全体で8,000人程度の総合大学です。現在の大阪府立大学は、2005年に、当時の府立3大学の統合、法人化によりスタートしました。当初は、ご覧の7つの学部からなる学部体制でしたが、2012年、学士課程教育を再編し、文理融合の現代システム科学域をはじめ、4つの学域からなる学域制に移行しました。
のちほどご説明いたしますが、この学域制移行の際に行われたカリキュラムデザイン会議には、学生調査の結果も資料として活用されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、本学の学生調査についてですが、どのように始まったかということをご説明します。

大学IRコンソーシアムは、発足時は8大学、現在は39大学の加盟校からなる団体になっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際にどのような学生調査を実施しているか

特長としては、記名式ではありませんが、学籍番号を記入してもらっていますので、成績情報との連携が可能です。
また、一年生調査、上級生調査、卒業生調査は、さきほど触れました大学IRコンソーシアムの共通調査として実施していますので、加盟校との相互比較や経年比較ができるようになっています。

では、これらの学生調査がどのように活用されているかをご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠組み）を用いています。

例として、会話力のグラフをお示ししています。
右に行くほど能力レベルが高くなっています。
読む力を除く4つの観点で、同様のグラフになっています。

2009年度一年生調査と2011年度上級生調査の比較
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠組み）を用いています。

例として、会話力のグラフをお示ししています。
右に行くほど能力レベルが高くなっています。
読む力を除く4つの観点で、同様のグラフになっています。

3年生以降は英語の必修科目がなくなります。

2012年度一年生調査と2014年度上級生調査の比較
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